
筑波大学附属坂戸高等学校

農業科 建元 喜寿

関東地方ESD活動支援センター
高校の探究の時間でSDGsに取り組むにはどうすれば良いかを考える勉強会

第1部：高校のSDGsの取組みの実践報告

グローバル課題と⽇々の⽣活をつなげて考える取り組み



⾃⼰紹介

• JICA青年海外協力隊

現職教員特別参加制度

インドネシア・環境教育

（2008年～2010年）
インドネシアの国立公園

• 農業科、国際科の教員

• 校内では農業科のなかで

環境分野を担当

• 校内・地域での自然観察

不耕起栽培の実践



学校紹介
創立:1946年 1学年4クラス

所在地は埼玉県

1994年～ 総合学科（日本初発）

2011年 ユネスコスクールに認定

2014年 文科省SGH指定校

2017年 日本語IBDP認定校

2019年 文科省WWL事業拠点校

本日の内容：
筑坂での事例をいくつか
先生同士で助け合って（学校をこえて）
時期が来たら、いつか海外にも



探究を担当することがつらくならないように

• 先生方が、やらされ感を持たないようにする

• 仲間を作る（同僚に、専門学科や総合学科経験の先生方が
いれば、お話を聞いてみる）

• 学校外の人達も仲間に入ってもらう（でも、無理しない）

• 生徒を信じる



筑坂のイメージ１

得意を持ち寄ってみんなで楽しく（課題発見の前に、お互いの良いところを知る）



筑坂のイメージ２

世代、学校種、職業などなどを越えて取り組んでいく（学校がファシリテーター）



STEP1

STEP2

STEP3

地球市⺠性の醸成

実践⼒

探求⼒

社会と情報

海外校外学習（ASEAN）

産業社会と⼈間

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ語講座

T-GAP（総合的な学習の時間）

選択科⽬（専⾨教育） 国際フィールドワーク

⾼校⽣国際ESDｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

卒業研究（課題研究）

グローバルライフ

筑波大学附属高等学校3年間のカリキュラム構造（総合学科）

どの時間帯に取り組むか

※総合学科は、枠組み上、探究に取り組みやすい。１年生の時から刷り込む
※普通科も、探究の時間だけにせず、何か一工夫があると良いと思います。

※受験で評価されることもありますが、受験対策中心でやるのはやめたほうがよいかと



家庭科科目「グローバルライフ」

SGH開発科目

家庭基礎を特例措置で
家庭科×農業科×地歴公民科×国語科

1年生の科目



グローバルライフで身につけてほしい力

「日本と世界とのつながりを理解し、国際化を身近な
課題として意識する。地球市民性の涵養と発展的思考
力の獲得を目指し、下記３点の力を身につける」

◆日常生活から課題を設定する「力」
◆設定した課題を解決する「力」
◆身近な気づきをグローバルな視点で

考える「力」



食分野
（家庭科）

⾐分野
（家庭科）

共⽣分野
（地歴公⺠・国語科）

４⽇常⽣活と
グローバル

（農業科・国際科）
・自国文化としての和食
・食の持続可能性
・食品ロスを減らす調理

・私服で登校し、どこからここ
まで来たかを考える。

・ファストファッションに関する
ディベートの実施

・地域の外国人の課題
・外国人労働者問題
・日本語ボランティア

・パーム油・紙・綿の使用とｴｼｶ
ﾙ消費・SDGs 
・農場でグローバルを考える
・行動にむけたプレゼン

現在の 【開発された最終的な授業】１分野あたり5回×4分野＝20コマ＋全体10コマ

分野別の授業（各クラスごとに実施し、ローテーションを⾏う。） 

⾃分の⽇常⽣活とグローバル課題とをつなげる 世界の課題発⽣現場の現状を
知り、⾏動変容を促す

何をどう食べていくか？ 何をどう選びますか？ 地域で共にくらしていくには？ 現場を知ろう！



グローバルなんて自分と関係ない？？



お菓子と世界のつながり



ボルネオ保全トラストジャパンの資料より



皆さんの日常生活は、常にインドネシア
の自然環境に影響を与えています。

エビ
コピー用紙
パーム油



農場の中でも





卵の自給率は
１００％？？





コロナは悪くない

• 生徒には、コロナのせいにしてはいけないと、いつも話しています。

• コロナの問題を発生させたのは人

• 当面は、コロナの対策はとても重要だが、、

• 根本的には、コロナのような問題を起こさないライフスタイルや社会
を作るのが大切。それが、ニューノーマルであり、新しい生活様式

• そのためのグローバル教育であり、探究活動



筑坂では

• すべての人（つまり、これは生徒だけではなく、先生方
ももちろん含まれます）が取り組む。

• 専門も（生徒視点）、教科（教員視点）も、関係ありませ
ん。全員です。

• 競争ではなく共創を大切にする。

• 2年生になって、専門に分かれても、それぞれの良さを
持ち寄って

と、生徒に話をしています



つづいて海外での事例

• 場所は、海外ですが、やっていることは日
本でやっていることと同じです。

• ぜひ、先生方も、コロナ禍があけたら、海
外での活動にも挑戦してみてください。



国際フィールドワーク



国際フィールドワークの実施場所

インドネシア共和国西ジャワ州サロンゲ村周辺

選定理由：森林保全の問題が実際に発生している
インドネシア側の協力が得やすい
首都からｱｸｾｽしやすく生徒の安全確保が図れる

課題：森林の保全



国内外で、現場で一緒に動いて考える。このゴミはどこから来たか？
他者の生活だけではなく、自分の生活は？テイクアウトが増えて
ゴミは確実に増えてるよね。見えてないだけで（自分事化）



日イで共通課題の設定：森林の保全

２０１５年FW＠スマトラ島プカンバル

日本にも破壊の原因が
国内にはたくさんの森林があるのに・・・

パーム油と日本人の日常生活＠１年生グローバルライフ、２，３年生国際FW
環境の破壊や気候変動は感染症の増大を加速している



教育班



エコツー班



地域開発班



話し合い、話し合い、話し合う



一緒に計画をつくり



現場に赴き



そしてまた話し合い、話し合い・・



現場で実践し、フィードバックを得る

提案で終わらないほうが良いかと・・・・・



それぞれの良さをいかして実践

Collective Impactを経験する



例）⽇本の地域×インドネシアの地域

⽇本の⼤⾖とインドネシアの技術でできたテンペ⽇本の⾼校⽣のアイデアとインドネシアの地域商品のコラボ

これまでにない組み合わせを実現していく
新しい住みやすい、持続可能な世の中が実現されるのでは

→探究や、SDGsが主⼈公ではない。



⾼校⽣国際ESDシンポジウム

１１⽉20⽇にオンラインで実施



最後に

・課題発見の前に、その場を好きになったり、相手を理解する

・生徒を信じて活動。教員は、場づくり・力あわせ・サポーター

・問も大切だが、答えを生きることが大切

・生徒が、一生をかけてやっていきたいテーマと出会うことが出来たら

それが一番、嬉しいこと。



Terima kasih

ありがとうございました


